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抄　　録

献血への要請は一般的に，推進を担当する職員による葉書要請に基づいて

行われる。しかし，郵送１件あたりの応諾率は必ずしも高いとは言えない。

今回バースデー献血で行われる葉書要請に，看護師による手書きメッセージ

を加えることで，応諾率が向上するかどうかを検討した。

2013年４月から2015年３月までの２年間（A期間）に実施されたバースデ

ー献血における葉書要請の応諾率を対照として，2015年４月から2017年３

月までの２年間（B期間）における手書きメッセージを加えた葉書要請によっ

て応諾率がどのように変化したか比較した。

A期間全体における葉書の郵送件数は3,539通，うち献血に応じた人は

350人（9.89％）であった。これに対し，B期間全体での郵送件数は2,881通，

献血には473人（16.42％）が応じ，A期間と比較して有意（p＜0.05）に増加し

た。

SNSの普及とともに，献血者の募集形態が変わりつつある。募集を企画

する側からは便利な方法であったとしても，不特定多数を対象とする募集形

態は，募集される側の献血モチベーションを高める効果は低いと推定される。

今回手書きメッセージを加えることで，献血要請に個別化要素を加味し，募

集効果を向上させることができた。
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【はじめに】

効率的な採血を目指すには，効率的な献血者募

集が必須と考えられる。近年Social Networking 

Service（以下SNS）の普及とともに，献血情報の

提供および献血予約について，操作性，経済性に

優れた手段を使用することが可能になってきた。
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しかし，一方では，献血者は血液センターが本当

に自分自身を必要としているかどうかを認識する

ことができず，人と人のつながりを基本とする募

集の在り方が課題となっていた1)。

そこで，バースデー献血の要請者に，手書きメ

ッセージという個別の募集活動の効果をみた。

【対象および方法】

バースデー献血では，距離的に献血要請に応じ

ることが可能な献血者を対象として，これまで毎

月，翌月誕生日を迎える人を抽出し，献血案内状

（葉書）を定期的に郵送していた。2013年４月か

ら2015年３月までの２年間（A期間）に郵送され

た案内葉書は3,539通（平均月147通）で，これに

応じて誕生月内に献血した人を応諾者とした。

2015年４月以降，採血課で対象献血者のリスト

および住所・氏名ラベルを受け取り，採血課職員

10名で分担し，各々の職員が葉書のコメント欄

に献血者の名前とともにメッセージを書き込み，

宛先ラベルを貼付した後，遂次発送することにし

た（図１）。2017年３月までの２年間（B期間）に

合計2,881通（平均月120通）を発送し，月ごとの

応諾率の推移をA期間と比較した。

群間の有意差はカイ二乗検定を行いp＜0.05を

有意差ありと評価した。また応諾率の月別推移に

ついては，月ごとの応諾率を計算し，A，B両期

間についてt検定を行い，p＜0.05を有意差あり

と評価した。

【結　　果】

A期間全体（n＝3,539）のバースデー献血要請葉

書に対する応諾率は9.9％で，これに手書きメッ

セージを加えたB期間全体（n＝2,881）の応諾率

は16.4％と有意に増加していた（p＜0.05）。

これを月別推移でみると，１月を除きB期間の

応諾率がA期間のそれを常に上まっており，A期

間の月別応諾率の平均値は10.1±1.8％で，B期

間の平均値16.7±2.9％と比較して，手書きメッ

セージの応諾率に対する増加効果には有意差（p

＜0.05）があった（図２）。B期間中，１月の平均

図１　手書きメッセージの具体例

手書きメッセージを添えた葉書通常のキャンペーン葉書

A期間では誕生月キャンペーンのハガキ下段で，１枚ごと採血課職員がメッセージを書き入れている。
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応諾率が急激に減少し，A期間を下回っていたが，

この月での応諾率についてA，B両期間に有意差

はなかった。

B期間内についても，この手書きメッセージを

開始した平成27年度（n＝1,558）は年間の月平均

応諾率が14.8±3.4％に対して，周知効果が期待

される平成28年度（n＝1,323）は，月平均応諾率

が18.6±3.9％と有意（p＜0.05）に前年より25.9

％増加していた。

【考　　察】

バースデー献血に手書きメッセージを添えるこ

とで応諾率を向上させることができた。その要因

として，近年のSNSや印刷サービスの普及に対

して，手書きメッセージを添えることで，パソコ

ン等にはない温かみを感じることができたのでは

ないか。また，印刷された定型文よりもメッセー

ジ性が強く2)，応諾率の増加へと繋がったと考え

る。

しかし，B期間１月の応諾率減少に見られるよ

うに，BOXティッシュキャンペーンなど，献血

者への処遇条件によって効果が変動することもあ

り，手書きメッセージを添えることが常に応諾率

を向上させるわけではないことも認識する必要が

ある。

今回の採血看護師による献血者募集に係わる取

り組みは，少ない空き時間を利用しての取り組み

ではあるが，少しずつ結果が得られているため，

今後も継続して行っていく必要があると考えられ

た。同時に今回の結果をふり返り，献血者がまた

来たいと思うような献血推進活動を，看護師も積

極的に行っていく必要性を再認識した。

B期間を対照として，手書きメッセージを実施したA期間で応諾率は１月を除き有意に増加している。
１月の応諾率はA期間，B期間に有意差はない。
＊印はp＜0.05で有意差あり。
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図２　応諾率の月別推移および調査期間の比較
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